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一
般
会
計

問
　
鳥
獣
捕
獲
箱
罠
設
置
費
用
補
助
金
は
、
設
置
に
係
る
費
用

だ
け
の
補
助
な
の
か
。

答
　
熊
の
出
没
が
増
え
て
い
る
中
で
の
補
正
予
算

　
　

罠
の
設
置
、
捕
獲
、
撤
収
を
合
わ
せ
て
一
件
と
み
て
補
助

を
す
る
。

問
　
防
災
無
線
拡
張
機
能
整
備
委
詫
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
接
触
感
染
の
予
防
も
図
る
た
め
、
家
庭
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
音
声
情
報
に
加
え
、
文
字
や
画
像
情
報
を
「
拡
張

機
能
」
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
で
提
供
。

特
別
会
計

◦
公
共
下
水
道
事
業

問
　
夏
の
水
害
で
の
肘
折
公
共
下
水
処
理
施
設
の
被
害
状
況
は
。

答
　
処
理
場
が
冠
水
し
、
地
下
室
が
水
没
。
備
品
等
の
交
換
も

必
要
。
今
回
の
災
害
支
援
協
定
に
基
づ
く
業
務
委
託
で
対
応

す
る
。

◦
へ
き
地
診
療
所

問　

診
療
収
入
が
七
百
六
十
五

万
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
て

い
る
が
、
原
因
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
の

抑
制
も
考
え
ら
れ
る
。
前

年
に
比
べ
、
こ
れ
ま
で
十
六

％
の
収
入
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
回
復
も
見
込
み

こ
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。
診
療
所
の
消
毒
等
を
徹

底
す
る
。

12月補正の詳細
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 1億3100万円 48億2370万円 防災無線整備、ふるさと納税の増等
② 国民健康保険 490万円 4億2370万円 保険税等の増
③ 簡 易 水 道 198万円 2億2890万円 災害復旧費等の増
④ 下 水 道 1億3570万円 3億1440万円 肘折下水場災害復旧費の増
⑤ 診 療 所 ▲574万円 2億3390万円 診療収入の減等
⑥ 介 護 保 険 ▲63万円 5億110万円 保険料等の増減
⑦ 浄 化 槽 4.8万円 3290万円 浄化槽管理費の増

◎防災無線更新へ◎防災無線更新へ
12
月
定
例
会
が
３
日
か
ら
４
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度

補
正
予
算
７
議
案
を
含
め
、
12
議

案
を
審
議
・
可
決
。
一
般
質
問
で

は
５
人
が
道
路
整
備
や
防
災
の
問

題
等
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

12月
定例会

条
例
等
の
改
正

◆
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
等
、
地
方
税
法
改
正

に
伴
う
も
の
）

◆
大
蔵
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
国
の
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
も
の
）

◆
最
上
圏
域
下
水
道
共
同
管
理
協
議
会
規
約
の

一
部
変
更

（
関
係
市
町
村
の
管
理
費
の
負
担
割
合
を
変
更

す
る
た
め
）

◆
へ
き
地
診
療
所
設
備
整
備
事
業
備
品
の
購
入

契
約

（
診
療
所
の
胃
カ
メ
ラ
が
新
し
く
な
り
ま
す
）

人
事
案
件

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

★
後
藤
昌
宏
氏　

（
清
水
）

令
和
2
年
度
予
算

★
令
和
2
度
補
正
予
算
７
議
案
を
可
決

（
災
害
復
旧
、
防
災
無
線
の
更
新
等
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議
　
長
　
鈴
木
　
君
德

副
議
長
　
矢
口
　
　
智

議
　
員
　
長
南
　
正
一

　
〃
　
　
八
鍬
　
信
一

　
〃
　
　
海
藤
　
邦
夫

　
〃
　
　
佐
藤
　
　
勝

　
〃
　
　
加
藤
　
忠
己

　
〃
　
　
早
坂
　
民
奈

　
〃
　
　
佐
藤
　
雅
之

　
〃
　
　
斉
藤
　
光
雄

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
村
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
な
ご

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
雪
も
な
く
過
ご
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中
が
計

り
知
れ
な
い
不
安
で
始
ま
っ
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
議
会
も
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
ず
、
ま
た
、
村
の
行
事
等
も
中
止
や
延
期
に
な
っ
た
一
年
で
し
た
。

そ
ん
な
中
起
き
た
7
月
豪
雨
で
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
村
の
基
幹
産
業
の
稲
作
に
つ
い
て
は
水
害
を
受
け
た
地
域
を
除
い
て
、
平
年
並
み
。
園
芸
作
物
に

つ
い
て
は
高
値
で
取
引
さ
れ
た
こ
と
が
唯
一
の
救
い
で
し
た
。

　
こ
の
先
、
益
々
地
方
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
が
、
農
業
を
は
じ
め
産
業
・
観
光
業
の
振
興
・
少
子
高

齢
化
対
策
・
人
口
流
出
の
抑
制
等
に
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
う
し
丑
」。
牛
は
酪
農
や
農
業
で
大
変
な
農
作
業
を
最
後
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ

た
こ
と
か
ら
、「
我
慢
（
耐
え
る
）」「
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
（
芽
が
出
る
）」
と
い
う
年
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
村
民
の
皆
様
に
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
様
に
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
議
長
　
鈴

木

君

德

年頭のごあいさつ

12
月
定
例
会
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5議員が一般質問

「事故なく、住民の道を守る」、大蔵村村道
除雪出動式

（11月19日、稲沢除雪ステーションにて）

八鍬　信一 議員

〇村歴史資料の常設展示を
〇元赤松小学校の記念碑建設は

佐藤　雅之 議員

〇検査費助成で高齢者等へのＰＣＲ検査等を
拡大する考えは

〇災害等を受け升玉小水力発電の見通しは

佐藤　　勝 議員

〇村道に認定された路線で未着工はいくつか
〇三和食品は計画通り運営されているのか
〇ふるさと納税の件数、金額とその活用は

早坂　民奈 議員

〇防災、避難所運営の今後の課題と対策
〇診療所２階へのアクセスは

斉藤　光雄 議員

〇豪雨災害は毎年やって来る
6P

7P

5P 8P

9P

12月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問う
ここが知りたい

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政
をただしていくもので、大蔵村では１議員の持
ち時間が45分です。

一
般
質
問

質
問
の
検
証
と
検
討
結
果
の

議
論
が
大
事

村
長  

意
見
や
要
望
を
村
政
運
営
の

指
針
に

佐
藤
　
　
勝 

議
員

　

各
議
員
よ
り
多
く
の
質
問
が

あ
る
が
、
村
運
営
に
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
る
の
か
疑
問
が

残
る
。
議
員
各
位
が
村
民
の
要

望
を
聞
き
調
査
を
し
、
質
問
や

提
言
を
す
る
。
そ
れ
に
村
長
が

答
弁
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

議
員
は
質
問
す
る
だ
け
、
村
長

は
答
弁
す
る
だ
け
で
、
お
互
い

質
問
の
検
証
や
検
討
し
た
結
果

の
議
論
が
少
な
い
。
大
枠
が
決

ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
こ
れ

で
は
何
の
た
め
の
議
会
な
の
か

わ
か
ら
な
い
。
多
く
の
質
問
の

中
か
ら
3
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

問
１　

村
道
に
認
定
さ
れ
て
い

て
未
着
工
の
路
線
は
幾
つ
か
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
子
育
て
支

援
や
新
規
道
路
の
建
設
も
大
事

だ
が
、
豪
雪
の
中
、
施
設
に
も

入
れ
な
い
高
齢
者
を
考
え
れ
ば
、

最
も
重
要
な
問
題
と
思
う
が
。

答
１　

財
政
や
規
制
の
問
題
、

更
に
合
海
・
大
坪
線
等
に
多
額

の
費
用
を
要
し
、
村
道
や
生
活

道
路
全
て
を
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
残
り
の
分
は
順
次
整

備
す
る
。

問
２　

三
和
食
品
は
計
画
と
お

り
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
。
誘

致
条
件
と
し
て
、
村
内
の
生
産

物
を
使
い
、
加
工
販
売
を
す
る

生
産
組
織
を
立
ち
上
げ
山
間
地

農
業
の
振
興
と
、
従
業
員
は
10

名
採
用
し
、
雇
用
対
策
を
図
る

計
画
だ
っ
た
。
ま
た
、
多
額
の

投
資
を
し
て
年
間
50
万
円
の
賃

借
料
だ
け
で
い
い
の
か
と
言
う

意
見
も
あ
る
が
現
状
を
伺
い
た

い
。

答
２　

現
在
23
名
中
6
名
が
村

内
採
用
、
農
業
振
興
で
は
、
誘

致
前
か
ら
四
ヶ
村
地
区
を
重
点

に
栽
培
・
受
入
れ
体
制
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
成
果

は
な
か
っ
た
。
本
年
は
、
わ
ら

び
・
大
葉
な
ど
の
出
荷
が
あ
り
、

更
に
、
規
格
外
の
ト
マ
ト
を
加

工
販
売
し
評
判
は
良
い
。
今
後

も
目
標
に
向
か
い
事
業
を
進
め

る
為
に
も
生
産
者
の
理
解
を
求

め
た
い
。

問
３　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

は
。
ふ
る
さ
と
を
想
い
少
し
で

も
村
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思

う
心
が
納
税
と
い
う
形
に
な
り
、

村
で
も
感
謝
を
込
め
て
返
礼
品

を
送
る
の
が
主
旨
で
あ
る
。
ま

た
、
返
礼
品
は
村
の
農
産
物
や

特
産
物
販
売
の
活
力
に
な
っ
て

い
る
事
は
評
価
し
た
い
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
納
税
者
の
思
い

を
無
駄
無
く
活
用
す
べ
き
と
思

う
が
？

答
３　

令
和
元
年
の
実
績
は
、

6
，
6
1
6
件
で
、
金
額
は
約

1
億
7
，
0
0
0
万
円
で
あ
り
、

寄
付
金
を
頂
い
た
方
に
は
、
希

望
の
返
礼
品
を
寄
付
額
の
3
割

以
内
で
送
付
し
て
い
る
。
事
務

手
数
料
や
送
料
合
わ
せ
て
2
割

程
度
、
残
り
5
割
弱
を
村
の
財

源
と
し
て
教
育
や
産
業
の
振
興

に
活
用
し
て
い
る
。

一
般
質
問
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が
、
保
管
展
示
は
教
育
委
員
会

の
所
管
施
設
で
あ
り
、
委
員
会

の
意
向
に
沿
っ
て
対
処
し
た
い
。

教
育
長　

現
在
赤
松
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
人
物

の
紹
介
、
貴
重
な
資
料
や
書
籍

等
展
示
し
て
い
る
。

　

空
室
利
用
の
展
示
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
施
設
と
し
て
宿
泊

研
修
・
会
議
室
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
等
使
用
し
て
お
り
、
常

設
展
示
は
難
し
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

担
当
部
所
と
し
て
は
今
後
十

分
に
検
討
し
て
行
き
た
い
。

問　

平
成
18
年
４
月
の
小
学
校

３
校
統
合
に
つ
い
て
村
と
の
覚

書
が
あ
り
、
そ
の
要
項
に
「
記

念
碑
の
建
立
」
と
学
校
の
「
歴

史
的
資
料
の
保
存
展
示
」
と
あ

る
が
、
元
赤
松
小
学
校
に
つ
い

て
は
い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

　

閉
校
時
に
展
示
し
た
写
真
・

資
料
等
も
多
く
あ
っ
た
わ
け
な

の
で
、
こ
れ
ら
の
展
示
と
記
念

碑
の
建
立
を
約
束
ど
お
り
実
施

す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

  

旧
赤
松
小
学
校
は
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
継
承
さ

れ
て
い
る
。

　

当
時
の
覚
書
に
は
、

記
念
碑
の
建
立
は
村

と
学
区
民
代
表
が
協

議
し
計
画
す
る
と
あ

る
が
、
協
議
の
場
が

な
い
ま
ま
に
現
在
に

至
っ
た
も
の
と
推
察

す
る
。

　

今
後
学
区
の
皆
さ

ん
と
話
合
い
の
場
を

設
け
検
討
し
た
い
。

問
１　

大
蔵
村
に
は「
清
水
城
」

と
言
う
歴
史
的
文
化
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
資
料
が
村

中
央
公
民
館
の
他
い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
拡
散
し
て
い
る
。
時
が

た
て
ば
そ
の
資
料
に
つ
い
て
も

継
承
さ
れ
ず
に
紛
失
消
滅
し
て

し
ま
う
心
配
が
あ
る
。

　

村
政
施
行
１
３
０
年
を
過
ぎ

た
今
、
こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
遺

産
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
も
、
常
設
の
展
示
室
を
設
置

す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

歴
史
的
資
料
の
内
容
と
し
て

清
水
城
・
清
水
舟
運
・
庄
屋
・

鉱
山
・
修
験
・
歌
人
・
歌
碑
・

写
真
・
絵
画
・
出
土
品
等
が
あ
る
。

　

現
在
、
赤
松
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
一
角
に
展

示
部
分
が
あ
る
が
、
全
て
を
展

示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

２
・
３
階
の
空
室
を
利
用
し
た

展
示
は
で
き
な
い
の
か
。

答
1　

村
長　

貴
重
な
歴
史
資

料
が
継
承
さ
れ
ず
に
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
こ
と
や
、

保
存
し
て
い
て
も
損
傷
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
。
貴
重
な
歴
史
文

化
を
後
世
に
伝
え
継
承
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
と
感
じ
て
い
る

「
村
歴
史
資
料
の
常
設
展
示
」

村
長  

教
育
委
員
会
意
向
に
沿
う

教
育
長  

今
後
十
分
に
検
討

「
旧
赤
松
小
学
校
の
記
念
碑
建
立
」

村
長  

学
区
の
皆
さ
ん
と
の
話
合
い

で
検
討

八
鍬
　
信
一 

議
員

問
２　

村
診
療
所
で
は
、
自
由

診
療
の
検
査
は
、
一
回
で
４
万

円
と
聞
い
て
い
る
。
国
の
基
準

単
価
は
２
万
円
だ
が
、
単
価
そ

の
も
の
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い

の
か
。
助
成
の
対
象
者
も
一
旦
、

４
万
円
を
窓
口
で
立
て
替
え
る

こ
と
に
な
る
の
か
。
若
い
世
代

に
も
検
査
費
助
成
の
対
象
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
２　

単
価
は
、
検
討
の
結
果
、

４
万
円
で
設
定
し
て
い
る
。
医

療
機
関
と
の
契
約
の
関
係
も
あ

り
、
費
用
は
一
旦
窓
口
で
立
て

替
え
払
い
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
が
担
当
課
と
検
討
す
る
。

65
歳
未
満
の
世
代
へ
の
費
用
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。

問
１　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

全
国
的
に
第
３
波
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
症
状
が
な
く
て
も

誰
で
も
気
軽
に
何
度
で
も
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
不
安
の
払
し
ょ
く
と
感
染

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ら
れ
る

の
が
理
想
。
国
も
、
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
保
有
者
を
対
象
に
市

町
村
が
（
自
由
診
療
で
の
）
検

査
助
成
を
実
施
す
る
場
合
、
一

定
の
助
成
を
す
る
と
し
て
い
る
。

医
療
提
供
体
制
に
配
慮
し
な
が

ら
も
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
１　

こ
の
度
の
補
正
予
算
で
、

高
齢
者
及
び
基
礎
疾
患
を
持
つ

人
を
対
象
に
自
由
診
療
の
検
査

費
用
の
一
部
の
助
成
を
提
案
す

る
。
国
と
村
合
わ
せ
て
２
万
円

の
助
成
。

問
１　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
や
柳
渕
地
内
の
地
滑
り
で
当

初
の
発
電
計
画
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
が
、
事
業
開
始
に

必
要
な
外
国
人
技
師
の
入
国
・

立
会
い
の
見
通
し
や
目
的
会
社

と
し
て
の
新
た
な
費
用
負
担
、

銀
行
団
等
へ
の
借
入
金
返
済
等

問
題
は
な
い
の
か
。

答
１　

技
師
に
つ
い
て
は
、
入

国
で
き
な
い
場
合
、
リ
モ
ー
ト

で
の
立
会
を
調
整
。
系
統
連
携

先
の
変
更
に
伴
う
費
用
負
担
は

百
万
円
に
満
た
な
い
額
と
聞
い

て
い
る
。
工
事
が
未
完
成
で
あ

る
た
め
、
会
社
と
し
て
、
ま
だ

銀
行
団
か
ら
（
工
事
費
用
な
ど

の
）
融
資
は
受
け
て
い
な
い
。

令
和
３
年
８
月
の
発
電
開
始
を

目
指
す
。

検
査
費
助
成
で
、
高
齢
者
等
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
図
れ

村
長  

高
齢
者
等
へ
は
国
と
村
で

２
万
円（
合
計
）の
助
成
を
提
案

災
害
等
を
受
け
、

升
玉
小
水
力
発
電
の
今
後
の
見
通
し
は

村
長  

令
和
３
年
８
月
の
発
電
開
始

を
目
指
す

佐
藤
　
雅
之 

議
員

建設中の升玉小水力発電（水車）

一
般
質
問

一
般
質
問
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問
1　

２
階
歯
科
の
治
療
を
受

け
た
く
と
も
足
腰
が
弱
く
上
り

下
り
が
出
来
な
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
が
あ
れ
ば
良
い
が
と
い

う
質
問
が
以
前
あ
っ
た
が
、
予

算
・
構
造
上
の
問
題
が
あ
り
実

現
で
き
ず
に
い
る
。
高
齢
者
の

占
め
る
割
合
が
多
い
当
村
で
は
、

介
護
予
防
の
点
で
も
、
口
か
ら

物
を
食
べ
る
重
要
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

 

２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
多
方

面
か
ら
考
慮
し
、
実
現
で
き
る

対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

答
１　

平
成
23
年
12
月
に
質
問

を
受
け
、
既
存
施
設
の
強
度
や

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題

早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

豪
雨
災
害
で
は
避
難
所

運
営
、
自
主
防
災
へ
の
課
題
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
後

検
討
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

又
、
豪
雪
地
帯
の
当
村
の
冬
の

対
策
は
？

答
１　

災
害
の
種
類
や
規
模
に

応
じ
た
避
難
所
開
設
と
備
蓄
品

の
拡
充
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に

開
設
・
運
営
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。
水
難
用
ボ
ー

ト
の
配
備
を
次
年
度
に
向
け

て
検
討
中
。
食
料
に
つ
い
て

は
、
長
期
に
及
ぶ
場
合
、
役
場

調
理
師
職
員
に
よ
る
炊
き
出
し

も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
全
て

村
で
対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ

り
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と

し
た
共
助
も
大
切
に
な
っ
て
く

る
。
冬
の
対
策
と
し
て
、
暖
房

に
つ
い
て
は
、
電
力
の
供
給
が

途
絶
え
な
い
限
り
指
定
緊
急
避

難
所
は
可
能
で
あ
る
。
対
流
式

や
反
射
式
の
ス
ト
ー
ブ
の
計
画

的
な
配
備
も
図
る
。

問
２　

除
雪
や
、
避
難
弱
者
へ

の
対
応
は
？

答
2　

除
雪
業
者
と
は
契
約
し

て
い
な
い
が
考
慮
す
る
。
高
齢

者
や
避
難
弱
者
等
の
名
簿
は
個

人
情
報
で
は
あ
る
が
、
配
備
を

検
討
す
る
。
し
か
し
、
村
だ
け

で
な
く
住
民
一
人
一
人
が
意
識

を
持
っ
て
避
難
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
反
省
事

項
を
広
報
で
周
知
し
て
い
く
。

防
災
・
避
難
所
運
営
の

今
後
の
課
題
と
対
策

村
長  

自
主
防
災
組
織
の
共
助
も

大
切

診
療
所
２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス

村
長  

職
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
対
応

ポータブルタイプ昇降機

斉
藤
　
光
雄 

議
員

◦
清
水
地
区
内
水
に
つ
い
て

問　

７
月
の
豪
雨
災
害
で
、
以

前
よ
り
の
懸
案
等
・
脆
弱
さ
が

改
め
て
再
認
識
さ
れ
、
４
５
８

号
線
改
築
時
の
横
断
函
渠
及
び

最
上
川
に
隣
接
す
る
排
水
樋
管

よ
り
の
流
入
が
内
水
の
原
因
と

思
わ
れ
る
が
、
函
渠
の
入
り
口

に
ゲ
ー
ト
の
設
置
が
必
要
、
並

び
に
清
水
地
内
の
堰
に
設
置
さ

れ
た
ゲ
ー
ト
の
改
修
が
、
被
害

を
軽
減
で
き
る
と
思
う
が
。

答　

ゲ
ー
ト
の
設
置
や
改
修
に

つ
い
て
は
、
現
地
を
調
査
し
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 　

最
上
川
に
隣
接
す
る
排
水
樋

管
（
村
管
理
）
の
ゲ
ー
ト
は
増

水
時
に
閉
め
て
い
た
。

◦
避
難
所
で
住
民
の
方
々
よ
り

声
を
聞
き
、
以
下
に
つ
い
て

村
長
に
問
う

問
１　

避
難
所
を
目
指
す
学
校

が
暗
く
、
校
舎
に
明
か
り
が
ほ

し
か
っ
た
。

答
１　

村
と
自
主
防
災
組
織
が

共
助
し
、
検
討
を
行
い
有
事
に

備
え
る
。

問
２　

役
場
職
員
が
私
服
で
は

な
く
、
職
員
と
確
認
で
き
る
制

服
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
２　

避
難
所
運
営
つ
い
て
、

今
後
青
色
の
ビ
ブ
ス（
ベ
ス
ト
）

を
着
用
し
活
動
す
る
。

問
３　

災
害
時
に
自
主
防
災
組

織
に
、
小
中
学
校
の
給
食
室
を

使
用
で
き
な
い
か
。

答
３　

炊
き
出
し
等
の
必
要
に

迫
ら
れ
た
場
合
、
調
理
師
職
員

に
従
事
さ
せ
る
。

問
4　

形
骸
化
し
て
い
る
自
主

防
災
組
織
の
強
化
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
。

答
4　

自
主
防
災
組
織
へ
の
研

修
を
多
く
案
内
す
る
。

問
5　

防
災
工
学
過
程
を
学
ん

だ
職
員
の
配
置
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
。

答
5　

新
た
な
防
災
技
能
職
員

を
配
置
し
て
ま
で
の
対
応
は
、

村
の
現
状
に
鑑
み
困
難
で
あ
る
。

問
６　

災
害
後
の
検
証
委
員
会

の
立
ち
上
げ
が
必
要
で
は
。

答
６　

消
防
団
幹
部
会
並
び
に

村
全
職
員
に
よ
る
検
証
の
結
果
、

１
５
０
項
目
に
及
ぶ
検
証
結
果

が
浮
か
び
上
が
り
、
今
後
に
備

え
る
。

問
７　

今
回
の
災
害
に
よ
る
地

域
座
談
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

答
７　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
鎮
静

状
況
を
見
据
え
、
安
全
に
考
慮

し
な
が
ら
話
し
合
い
の
場
を
設

け
る
。

問
８　

今
後
役
場
庁
舎
並
び
に

関
連
施
設
が
機
能
不
全
に
陥
る

の
は
必
至
で
、
村
の
基
金
だ
け

で
は
村
庁
舎
は
改
築
で
き
な
い
。

過
去
へ
の
投
資
で
な
く
、
未
来

へ
の
投
資
を
兼
ね
、
総
合
拠
点

と
し
て
庁
舎
を
改
築
し
、
住
民

が
安
心
安
全
な
営
み
が
で
き
る

よ
う
実
施
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
８　

現
在
24
時
間
対
応
が
可

能
な
対
策
を
検
討
中
で
あ
り
、

総
合
拠
点
と
、
い
か
な
る
災
害

に
も
対
応
可
能
な
庁
舎
づ
く
り

を
念
頭
に
計
画
し
、
移
転
新
築

を
視
野
に
検
討
中
。
適
切
な
用

地
の
模
索
や
、
本
災
害
を
機
に

い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
認
識
す

る
。

豪
雨
災
害
は
毎
年
や
っ
て
来
る

村
長  

本
災
害
を
機
に
い
ち
早
く
取

り
く
む

も
あ
り
実
現
で
き
ず
に
い
る
。

老
朽
化
に
よ
る
各
設
備
の
更
新

や
移
転
に
つ
い
て
も
、
財
政
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
現
状
で
は
、
職
員
の
手

助
け
が
必
要
な
方
は
気
兼
ね
な

く
申
し
出
て
い
た
だ
き
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

問
2　

工
事
も
い
ら
ず
、
持
ち

運
び
で
き
る
可
搬
型
階
段
昇
降

機
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
ポ
ー

タ
ブ
ル
タ
イ
プ
は
車
い
す
に
直

接
設
置
す
る
タ
イ
プ
で
避
難
所

で
も
利
用
可
能
。
是
非
と
も
購

入
を
検
討
し
て
頂
き
た
く
提
案

す
る
。

清水堰

一
般
質
問

一
般
質
問



　
一
面
、
見
通
せ
る

畑
地
風
景
で
あ
っ
た

村
道
合
海
大
坪
線
に

隣
接
す
る
、茅
野（
か

や
の
）の
畑
に
お
い

て
農
作
業
中
ふ
と
回

り
を
見
渡
す
と
、
秋
風
に
吹
か
れ
た
雑
草

地
や
茅
地
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
数
年
前
ま
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
景
色

で
し
た
。
も
う
す
ぐ
こ
の
地
に
お
い
て
も
、

奥
山
と
同
様
の
熊
の
出
没
と
い
っ
た
状
況

に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
耕
作
者
の
方
々
も
村
防
災
無
線
で
清

水
地
区
に
お
い
て
熊
の
出
没
放
送
以
来
、

ラ
ジ
オ
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
身

の
危
険
を
察
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
村
道
の
改
築
で
人
通
り
が
な
い

の
も
要
因
で
し
ょ
う
か
。
茅
野
の
地
名
の

由
来
と
な
ら
な
い
様
、
昔
な
が
ら
の
風
景

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。	

（
斉
藤
　
光
雄
）

今回は地域おこし協力隊について検証していきます。皆さんはどのような存在でどんな
仕事をするのか知っていますか？

あれから、どうなった？あれから、どうなった？検証・提言検証・提言
№6

　人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に
受け入れ、地域協力活動を行ってもらい、その定住・定着を図ることで、意欲の
ある都市住民のニーズに応えながら、地域力の維持・強化を図っていくことを目
的とした制度。任期は1年以上3年未満（総務省）

今まで何回かの一般質問に対し、
募集はしているが適任者がいない‼

　地域おこし協力隊の目的の定義はまさに村にピッタリ当てはまります。
最上地区の市町村には大蔵村を除いて複数の協力隊員がいます。
　村でも募集はしていますが、かつて、1人の方が約1年で辞めており、
その後は思うように決まらないのが現状です。

果たしてそうでしょうか…
　当村の募集要項は1、農業振興事業（将来就農希望）2、飲食業（そば店運営、カフェ・レストラン）
3、地域デザイン振興事業（村のPR）の３点。
　他町村は概ね同じ要項を含みますが、教育支援、体験支援、移住定住、地域スポーツ振興、婚活ウエディ
ングプランニング、ゲストハウス運営型など町村のニーズに沿った募集を行っています。特に地域にとっ
て最善と判断される活動としてのテーマフリーが含まれています。それを踏まえ、募集要項を特化した
ままでは、集まらないのではないでしょうか。これからも広い視野で必要性を提言していかなければと
考えています。

「地域を変える力になろう」
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